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　ヤング率E：6000N/mm^2

ポアソン比 ν：0.4

　梁の長さ L：100mm

　梁の高さ h：10mm

　　梁の幅 b：10mm

　    先端荷重：100N 10.2kgf≃

断面2次モーメント                    = 833.3mm^4  

1, 片持ち梁
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100mm

10mm

10mm

理論値　　　　 =6.667mm

メッシュ長さ
1.3の時の解析結果



  

解析結果



  

2, 単純梁
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　　ヤング率 E：6000N/mm^2

　ポアソン比 ν：0.4

　　梁の長さ l：120mm

　　梁の高さ h：10mm

　　　梁の幅 b：10mm

   梁のスパン長：100mm

　　　    荷重 P：100N 10.2kgf≃

諸条件

断面2次モーメント                    = 833.3mm^4  

理論値　　　　   = 0.4167mm

メッシュ長さ
1.1の時の解析結果



  

解析結果



  

3, 解析結果 – 単純梁(異方性, 等方性)
異方性とは
縦, 横, 高さの3方向によって性質(ヤング率やポアソン比)が異なることを指す。
例) 木材, 鉄筋コンクリート, 繊維強化プラスチック
　ちなみに木材は3方向のことをそれぞれ接線方向, 半径方向, 繊維方向と呼んでいるが、
乾燥によって収縮する割合はどの方向とも異なっており、
一番収縮する接線方向の収縮の割合を10とすると
　　　　　　　　　　　　　　　半径方向が5, 繊維方向が1となる。
参考文献：フローリング総合研究所, 木材の異方性と強度  https://www.woodtec.co.jp/lab/wood/knowledge/wood6/

等方性とは
方向によらず性質が均一である状態を指す
例) 鋼材, 黒鉛(等方性黒鉛)

https://www.woodtec.co.jp/lab/wood/knowledge/wood6/


  

ヤング率E：6000N/mm^2

　　　　　　　　                             
　  ポアソン比ν：0.4　　 梁の長さ l：120mm

 　　梁の高さ h：10mm　  梁の幅 b：10mm

　梁のスパン長：100mm　 　  荷重：100N 10.2kgf≃
せん断弾性係数：　　　　　　　　　=400N/mm^2

せん断補正係数：k = 5/6
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/ / / / /
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60mm

100mm
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10mm

諸条件：単純梁の時と同様

断面2次モーメント                    = 833.3mm^4  

理論値　　　　                = 0.4917mm(異方性)

メッシュ長さ
1.3の時の解析結果
　　　　   (異方性)



  

解析結果



  

4, サンドイッチ梁
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諸条件 木材ヤング率 　：6000N/mm^2

鋼材ヤング率 　：206000N/mm^2

　ポアソン比 ν：0.4(木材), 0.3(鋼材)

　　梁の長さ l：120mm

　　梁の高さ h：10mm [8mm(木材), 1mm(鋼材)×2]

　　　梁の幅 b：10mm

   梁のスパン長：100mm

　　　   　荷重：100N 10.2kgf≃
せん断弾性係数：　　　　　　　　　
せん断補正係数：k = 5/61mm

1mm 曲げ剛性　　　　　　　　　　                             
木材　　 鋼材理論値

メッシュ長さ1.3の時の解析結果



  

解析結果



  

5, 考察とまとめ
・片持ち梁
　5種類の梁モデルの中では比較的綺麗に実験値が理論値に収束するグラフを作成できた。
・単純梁
　要素数が少ない部分(グラフ左側)において実験値が上下してしまった。
→原因として解析を行なったパソコンによる系統誤差である可能性があるため、
　　　　　　　別のパソコンで同条件の解析を行ったほうが良いのではないか。(確認済)

・異方性, 等方性
　木材は異方性の材料→異方性で解析を行なった方がより良い結果が得られるのではないか
　結果：異方性で解析を行うと単純梁で行うよりもより正確な結果が得られた。
　　　　また等方性で解析を行うと小さな梁モデルであっても理論値で0.8mmもの差が生じる。



  

・サンドイッチ梁
　メッシュ長さに関係なく実験値と理論値との間に20%前後の誤差が生じた
→木材と鋼材の接触面において力が上手く伝わらなかった
　誤差をなくすためにはどのようなことをすべきか模索している
　鋼材で木材を挟むだけで他の梁と比較してかなり変位を抑えられる。
　　　　　　　　　=鋼材の曲げに対する抵抗力が木材よりも大きいことが理解できた
今回は計 5 種類の梁モデルを解析を行い、結果として基本的な部分は変えずに梁の状
態を変えるだけでここまで変位が変化し実験値が理論値に収束する速度が異なること
が分かった。
また実験値と理論値に誤差が生じてしまう要因について理解を深めるとともに改善方
法を模索することで今後の解析において精度向上のための指針を得ることができた。
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